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議題

長寿の傾向

心疾患の傾向

肥満と糖尿病の蔓延

ガンの傾向

感染症の脅威



1960年～2000年にかけての死亡率の動向

Australian Institute of Health and Welfare 2004 ABS Cat. No. 3201.0; AIHW National Population DatabaseAustralian Institute of Health and Welfare 2004 ABS Cat. No. 3201.0; AIHW National Population Database

人口10万人あたりの死亡者



日本の平均寿命



最高齢の人間

ジーン・カルメントは、
1875年2月21日より1997
年8月４日に亡くなるまで、
122年と164日間生きた

http://www.wowzone.com/calment.htm
http://www.recordholders.org/en/list/oldest.html



長寿の遺伝学

長寿の変化の１/４は遺伝的要素に起因する
長寿遺伝子は、酵母、ハエ、虫の中に発見され
ている。

長寿遺伝子は第4染色体と関連している。



ワーナー症候群
発生率　100万分の１～100万分の20
常染色体劣性

第８染色体の遺伝子欠陥

加齢の加速は、思春期に始まる。
Picture from National Centre for Biotechnology Information – Genes and Disease



薬理遺伝学

DNAを組み替え、純粋なタンパク質を作る
オーダーメイドの薬物治療

異常遺伝子を産出するタンパク質の阻止

患者に治療遺伝子を与える



“アメリカでは、医師が死亡要因の
３番目となっている.”

医原性による年間死亡者数250,000
病院内での投薬ミス7,000
必要のない手術12,000
他の病院内での過失45,000
病院内での感染80,000
非過失による薬のマイナス効果106,000

CauseDeaths 
per Year



日本にお
ける疾患
の傾向

Cancer 
Statistics in 
Japan 2003



年齢別
日本にお

ける疾患
の傾向

Cancer 
Statistics in 
Japan 2003



アテローム性動脈硬化



心血管リスク心血管リスク心血管リスク

脂質
高血圧
糖尿病

脂質脂質
高血圧高血圧
糖尿病糖尿病

習慣
-喫煙

-不活動的

習慣習慣
--喫煙喫煙

--不活動的不活動的

凝血
血栓

凝血凝血
血栓血栓 炎症炎症炎症 遺伝遺伝遺伝



日本にお
ける喫煙
の傾向

1988 1993 1998 2003



Chobanian, AV et al. JAMA. May 21, 2003 Vol. 289 No. 19, pg 2560-2571

米国合同委員会第７次報告血圧ガイドライン

血圧　分類

正常

ステージ１高血圧

高血圧前期

ステージ２高血圧

収縮期血圧　mmHg 拡張期血圧　mmHg

かつ

または

または

または



ホルモン補充療法　

Table from Hulley SB et al, JAMA. 2004;291:1769-1771

冠動脈疾患

脳卒中

肺塞栓

乳癌

大腸癌

股関節骨折

死亡

全体

臨床兆候

Table. ３つのホルモン臨床試験における危険率（ハザード比）

危険率（95％信頼区間）

HERS（エストロゲ
ン+プロゲスチン）

WHI（エストロゲン+
プロゲスチン）

WHI（エストロゲン
単独）



肥満



Swinburn B et al. WHO (2001) www.heartstats.org

肥満の国別患者数
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Swinburn B et al. WHO (2001)
www.heartstats.org

１９８０年～１９８８年にかけての国別肥満者数の増加
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肥満と糖尿病の有病率

Source - JAMA. 2003;289:76-79

肥満

糖尿病



65歳アメリカ女性の平均寿命の実際値および
予測値（１９００年～２０００年）

Figure from Olshansky, SJ et al, NEJM, March 17,2005;352 (11):1138

実際値（１９００－１９８０）

予測値



65歳アメリカ女性の平均寿命の実際値および
予測値（１９８０年～２０５０年）

Figure from Olshansky, SJ et al, NEJM, March 17,2005;352 (11):1138

実際値

（1980-2000）

予測値

（1981）

線型補外法

予測値

（1984）

予測値

（1995）



１９８６年度北米における
年齢・金額別診査項目

500,000500,00050,000200,000100,00061+
1 M1 M100,000200,000250,00056-60
1 M1 M250,000200,000500,00051-55
2 M2 M350,000200,000500,00046-50
2 M2 M500,000200,000500,00041-45

750,000200,000100万36-40
100万400,000100万16-35

負荷

心電図

胸部X線心電図血液検査面接士年齢

単位USドル



脂肪はどこに??



Source: Rexrode KM, et al, JAMA 1998;280:1843-1848

腹囲　対 BMI
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中心性肥満
　　　ウエスト周囲－民族性固有（表1を参照）
　　　プラス、下記のいずれか二つ

中性脂肪の上昇
　　　＞150mg/dl(1-7mmol/L)
　　　または、このために治療を受けている

　　　HDLの減少
　　　＜40mg/dl(1-03mmol/L) 男性の場合
　　　＜50mg/dl(1-23mmol/L) 女性の場合
　　　または、このために治療を受けている

血圧値の上昇
　　　収縮期＞130mmHｇ以上
　　　拡張期＞85mmHg以上
　　　または、以前高血圧と診断されたことに対して治
療中

空腹時血糖値の上昇
　　　空腹時血糖値100mg/dL(5-6mmol/L)以上
　　　以前にⅡ型糖尿病と診断されている

　　　または、上記の5.6mmol/Lもしくは100mg/dLの
場合には、経口的ブドウ糖負荷試験が強く要請さ
れてるが、シンドロームの存在を定義づけるため
に必須ではない

メタボリックシンドローム
の新しい国際定義

　　Lancet, Sept 24 
2005;366;1059-62



メタボリックシンドロームの予後

TABLE 2. 代謝症候群の徴候に対する冠動脈疾患および糖尿病の危険率

*P＜0.05
**P＜0.01

24.4（7.53, 79.6）**322（5.4％）3.65（2.11, 6.33）**352（5.4％）4以上

7.26（2.25, 23.4）**1256（21.0％）3.19（1.98, 5.12）**1339
（20.8％）3

4.50（1.39, 14.6）*1819（30.5％）2.25（1.40, 3.60）**1984
（30.8％）2

2.36（0.71, 7.93）1932（32.3％）1.79（1.11, 2.89）*2077
（32.2％）1

　　　　　1645（10.8％）　　　　　1695（10.8％）0

　　　危険率

（95％信頼区間）
　　N（％）　　　危険率

（95％信頼区間）
　　N（％）代謝症候群の徴候の

数

　　　　糖尿病　　　　　　　冠動脈疾患



Figure from Sattar N et al. Circulation July 2003;108:414-419

C-反応性蛋白（CRP)とﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ
心
疾
患
イ
ベ
ン
ト
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生
率
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無

　



以前の心臓発作の定義
胸痛

心電図異常

血流に漏れ出す心筋逸脱酵素

急性心筋梗塞の展開



新しい心臓発作の定義：
米国心臓学会/欧州心臓学会2000

虚血性心筋障害に矛盾しない臨床的背景

心筋トロポニンの上昇



新しい心筋梗塞の定義の影響

Pellらによると、“新しい定義は心筋梗塞に
よる入院を58％上昇させる”

Pell JP, BMJ. 2003 January 18; 326 (7381): 134–135





女性の年齢別がんによる死亡率の動向



肺がん



肺がんのリスク

喫煙および受動喫煙

1940年～1979年のアスベスト暴露
汚染



甲状腺がん

37

甲状腺、左葉
　　甲状腺、

　　　右葉

　　甲状軟骨

甲状腺、峡部

　甲状腺、峡部



甲状腺がんの傾向

スクリーニングの増加

逆選択の可能性

教養のある一般人は危険因子を知っている

自分で検知できる

アジアでは乳癌よりも甲状腺癌による特定疾
病給付の請求が多い



甲状腺超音波

http://www.nlm.nih.gov/medlineplus/ency/imagepages/18056.htm

甲状腺超音波は、
甲状腺を描くの
に短波を利用し
ている



甲状腺がんスクリーニング

乳房の超音波検査を受けた、甲状腺の

　 既往がない697人の女性
246人 (35.3%) に、甲状腺結節が発見
21人 (3.0%) に甲状腺がんが発見
超音波の検出感度: 80%～100%
特異度: 91.7%～ 33.3%

Lee HK et al,  Yonsei Med J. 2003 Dec 30;44(6):1040-4



シンガポールにおける癌の不担保
腫瘍の厚さ（Breslow）1.5mm未満もしくはClark分
類3未満のメラノーマ
TNM分類でT1aもしくはT1b、または他の分類方法
で同等以下の前立腺癌

直径1cm未満でT1N0M0の甲状腺微小乳頭癌
膀胱の微小乳頭癌

RAI分類ステージ3未満の慢性リンパ性白血病
HIVに伴う全ての腫瘍

41



乳癌

　　　　線維腺腫

　　　　嚢胞

　　　　膿瘍

線維嚢胞性疾患

　　　　腫瘍

　　　　　　　　腫瘍

えくぼのある皮膚



乳房の上皮内がんの傾向

すべての新しい乳がんの１７％～

診断年齢

新たな非浸潤性乳管ガン患者の登録数



がんの進歩

より多くの予防へ

よりよいスクリーニング

新しい治療法

薬剤

ワクチン

新しいがん保険商品





スクリーニング

30%-50% have not had a mammogram in 
past 2 years
27% of women over the age of 65 have 
never had a PAP smear screen for cervical 
cancer
70% of at risk public not getting colon 
cancer screening

結腸鏡



47

大腸
ポリープ

この新しいスクリーニングは患者の便にある
極小・微量のガン遺伝子を検出することにより
大腸ガンを早期かつ治癒可能な段階で発見で
きます・・・



前立腺がん前立腺がん
発生率発生率



Figure from Oliver SE el al, Lancet 2000 May 20;355(9217):1788-9 

前立腺がん
発生率

アメリカでPSAのスクリーニングがスタート
アメリカ

イングランド、ウェールズ

ヨークシャー

北部



プロテオミクスによるスクリーニング

PSA ではおよそ1/3の前立腺ガンを見過ごす
NMP48 
９１％の適中率を持つ、ＰＳＡよりも増加した特異性と
検出感度

PSAで見過ごされた９２％のガンを特定

遺伝子

核

ＤＮＡ塩基

メッセンジャ
ＲＮＡ

変性タンパクリボゾーム

アミノ酸鎖

細胞膜



St. Jude’s 
Children’s 
Research 
Hospital –
Cancer Survival 
Rates 51

　　　　　　　　　ガンの生存率
　急性リンパ性白血病

　　　　　　ホジキン病

　　非ホジキンリンパ腫

　　　　網膜芽細胞腫

　　　　　　　神経芽細胞腫

　　　　ウィルムス腫瘍

　　　　　　　　　骨肉腫

　　　　　　　　横紋筋肉腫

　　　　ユーイング腫瘍



感染症の動向

成功:
肺炎

HIV
Ｂ型肝炎

脅威:
抗生物質抵抗性感染症

Ｃ型肝炎

変異型クロイツフェルト･ヤコブ病、
鳥インフルエンザのような新しい
感染症



国別新生および再燃感染症

Figure from Morens, DM et al, Nature. 2004 Jul 8;430(6996):242-9

バンコマイシン耐性黄色ブド
ウ球菌

クリプトスポリジウム症
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HIV
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サル痘
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大腸菌　O157

大腸菌

O157



鳥インフルエンザ

インフルエンザ A (H5N1) は、A型インフルエ
ンザウィルスの亜型

ウイルスの自然宿主は野鳥

ウイルスは、1961年に、初めて南アフリカの
アジサシから分離された

感染のほとんどは、病気のトリからの汚染に
よる

ヒトからヒトへの感染はまれである



アジアにおける家禽からの発生



アジアにおける鳥インフルエンザ



WHO による、２００４年１月28日以降に
鳥インフルエンザA(H5N1)にかかった累積患者数

WHO Communicable Disease Surveillance & Response (CSR) , September 29, 2005
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疫病のリスク
トリは風土的に感染し、ネコに広まる

H5N1 ウイルスは、ヒトとヒトの間で有効かつ
持続的な感染力を持つことができる

ヒトの集団においては、 H5N1に対する既に存
在している自然免疫はほとんどない

抗ウイルス剤であるアマンタジンとリマンタジン
への抵抗性
２つの抗ウイルス剤 (oseltamavir と zanamavir) 
は、現在蔓延している H5N1の菌に、いまのところ
有効



周到な準備 –低い死亡率
1918年, アメリカの人口105,000,000人のうち
インフルエンザで死亡したのは500,000人＝
0.5％
1957年, アメリカの人口170,000,000人のうち
インフルエンザで死亡したのは 70,000人＝
0.04%
抗生物質

ICU
ワクチン (現在高齢者の58% はワクチンを接種)
監視の向上





感染症による死亡

Source: http://www.cdc.gov/ncidod/eid/vol3no4/lederber.htm

1918



未来の流行病のインパクト???

世界では? 　200～700万人以上の死者
オーストラリアでは

25% が感染し、死亡率は 0.37-2.5%
…. 400万の患者（人口約１６００万人の２５％）
…. 15,000～100,000人の死者（400X0.37～2.5％）　　
日本では ???





臓器移植

肝臓

腎臓

心臓

肺

膵臓

膵島細胞

異種移植

幹細胞

64

移植のタイプ

待機患者数移植のタイプ

数

腎移植

数

肝臓移植

膵臓移植

膵鳥細胞移植

腎臓･膵臓移植

腸移植

心臓移植

心臓･肺移植

肺移植

肝臓移植

膵臓移植

腎臓･膵臓移植

腸移植

心臓移植

心臓･肺移植

肺移植

腎移植（5,949例は生体ドナーより）

ドナー別採取例

死体

生体



組織再生

http://www.discover.com/july_01/featbros.html

背中より生える人間の耳を持つマウス



要約

より多くのスクリーニングと予防

新しい治療法と薬剤

脅威となる肥満と糖尿病の蔓延

契約選択の微調整の機会

医学の進歩と公衆衛生機運の高まりによる長寿
と質の高い生き方



どうもありがとうございました！！


